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〈学校教育目標〉「ふるさとに誇りをもち たくましく生き抜く 子どもの育成」 文責：佐藤

９月７日（木）から８日（金）まで１泊２日の日程で、６年生が修学旅行に出かけました。

本荘由利管内でコロナ感染者が増えているという状況だったので当日の朝までとても心配しま

したが、そんな心配は無用でした。

修学旅行には３つの目的（①協力して過ごし、仲間のよさを認め合い、今後の学校生活を豊

かにできるようにする ②集団活動や施設・人々との関わりを通して、社会性や実践的な態度

を身に付ける ③歴史・自然、文化等の社会的見聞を広め、豊かな情操を養う）があります。

それを受けて、今年の６年生は、「みんなで協力して 思い出に残る 最高に楽しい修学旅行にし

よう！」をテーマに掲げました。

出発式で私は、「“最高に楽しい修学旅行”にするためには、最低限きまりや約束をしっかり

守ることです。それができなければ嫌な思いをする人が出てきて、全員にとって“楽しい”と

はなりません。みんなのことを考えて、全員が『ああ、楽しかったあ。』と言える修学旅行をつ

くって、元気な顔で全員戻って来てください。」と話して見送りました。

中尊寺の見学 「夏草やつわものどもが夢の跡 芭蕉」 バスの中ではカラオケ大会♪

牛タン おいしい！ 東北歴史博物館 すごい！ 仙台うみの杜水族館では

くじでぬいぐるみゲット

豪華料理に満足！ 〈裏面に続く〉

宴会・・・？

この日のために、練習をして

いきました。

伊藤教頭先生のものまねもあ

って、大盛り上がりでした。



疲れもあって約束通りに早めに就寝 しかし、早朝各部屋から何やらにぎやかな声が・・・

仙台市科学館には興味をそそる展示物がたくさん 青葉城址でＶＲ体験

全員無事到着。バスから降りて「ただいま」と口にする子どもたちはみんな笑顔で、話を聞

かなくても“最高に楽しい修学旅行”だったことが伝わってきました。

６年生はあいさつがとてもよく、各施設等で職員さんや行き交う人々に「こんにちは」と声

をかけ、人の心を開くことができたようです。「どこから来たの？」という会話に続き、場の雰

囲気がとてもよくなったそうです。牛タンのお店では、からになったお皿に「おいしかったで

す。ありがとうございます。岩城小学校」とソースで書いた子どももいたようです。時間を気

にして早めに行動したり、友達のことを気遣う行動が見られたりと、子どもたちのがんばりが

伝わってくる“最高の修学旅行”で、とてもうれしく思いました。

ここから学校生活の後半戦が待っています。この一つ一つの体験や思いを大事にして、これ

からの岩城小学校をもっともっと盛り上げて、『新しい伝統』を作っていってほしいと思ってい

ます。６年生の皆さん、よろしくお願いしますね。

今日の２校時目、マラソン試走を行いま

した。みんな自分のめあてに向かって真剣

勝負で、緊張感を感じました。でも、異学

年の友達を応援する姿も見られ、心が和み

ました。明日からマラソンタイムで心身を

鍛えます。本番は２９日（金）。当日の応援

よろしくお願いいたします。

ベニーランドでは、最後の方で小雨にうたれま

したが、子どもたちにはまったく関係ありません

でした。仲良く思いっきりはじけました！


